
美
作
市
で
江
見
、
英
田
に
次
い
で
三
団
体
に
！

【
七
月
十
八
日
】

■
小
野
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
設
立
総
会

一
時
三
〇
分
よ
り
設
立
総
会
が
あ
り
、
黒
澤

小
野
区
長
（
準
備
会
代
表
）
よ
り
、
当
日
ま
で
の

経
過
説
明
と
事
前
に
行
わ
れ
て
い
た
規
約
等
総

会
の
決
定
事
項
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員

数
は

名
で
あ
る
こ
と
、
各
小
字
の
班
長
紹
介
、
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設
立
の
目
的
は
「
家
庭
に
お
け
る
火
災
予
防
の

普
及
徹
底
を
図
り
、
併
せ
て
地
域
の
自
主
防
火
・

防
災
体
制
の
確
立
に
寄
与
す
る
目
的
と
す
る
。
」

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
に
入
り
粟
井
地
区
で
は
５
件
の
火
災
が
あ
り
、
専
門
家
と
し

て
の
知
見
に
富
ん
だ
分
析
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
、

百
見
は
一
験
に
し
か
ず
、
長
期
の
現
場
か
ら
得
た
経
験
は
何
よ
り
の
財
産
で

す
。
防
火
・
防
災
の
方
向
性
を
暗
示
す
る
も
の
で
し
た
。

■
小
野
区
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
結
成
式

総
会
に
引
き
続
き
、
大
勢
の
消
防
関
係

の
来
賓
出
席
の
下
、
結
成
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
美
作
市
消
防
本
部
と
の
強
い
繋
が

り
が
感
じ
ら
れ
、
頼
も
し
い
も
の
で
し
た
。

最
初
に
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
副
会
長
、
梅

澤
と
し
子
氏
が
開
会
挨
拶
、
続
い
て
３
人

の
来
賓
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
美
作
市
女
性
防
火
ク
ラ
ブ

連
絡
協

議
会
会

長
・
山

本
文
子

氏
の
講

演
が
あ

り
ま
し

た

。
内

容
は
、
自
身
が
長
年
続
け
て
こ
ら
れ
た
防

火
・
防
災
活
動
に
関
す
る
報
告
で
し
た
。

最
後
の
閉
会
挨
拶
は
、
も
う
ひ
と
り
の

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
副
会
長
・
岡
田
千
代
香

氏
が
さ
れ
ま
し
た
。
準
備
が
行
き
届
き
素

晴
ら
し
い
結
成
式
で
し
た
。
こ
の
日
ま
で

の
執
行
部
の
協
力
体
制
も
参
考
に
す
べ

き
点
で
し
た
。

能
登
香
の
里

あ
わ
い
村
Ｎｏ．８８
発行
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今
年
七
月
三
日
、
熱
海
で
大
規
模
土
石
流
が

発
生
し
、
多
く
の
犠
牲
者
が
で
ま
し
た
。
未
だ
行

方
不
明
者
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。
本
当
に
痛
ま

し
い
出
来
事
で
し
た
。
さ
ら
に
違
法
な
盛
り
土

に
よ
る
人
災
で
は
な
い
か
、
と
い
う
報
道
が
悲
し

み
を
よ
り
深
い
も
の
に
し
て
い
ま
す
。

粟
井
地
区
で
は
七
月
十
六
日
の
大
雨
で
、
五

箇
所
の
田
の
畦
畔
の
崩
れ
、
一
箇
所
の
河
川
の
せ

き
止
め
に
よ
る
土
砂
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

粟
井
地
区
に
は
、
消
防
長
や
消
防
署
長
経
験

者
、
多
数
の
分
団
長
経
験
者
が
お
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
人
は
、「
自
主
防
火
・
防
災
体
制
」
の
確
立

に
は
欠
か
せ
な
い
人
材
で
す
。
現
場
を
分
析
し
、

経
験
値
か
ら
割
り
出
し
た
よ
り
効
果
的
な
対
応

を
活
か
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

【
七
月
二
十
八
日
】

第
二
回
粟
井
地
区
福
祉
会
議
の
議
題
は
、
九

月
二
十
六
日
に
計
画
し
て
い
た
「
第
八
回
ふ
れ

あ
い
の
集
い
」
の
開
催
に
つ
い
て
で
し
た
。コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
再
拡
大
が
危
惧
さ
れ
て
い

る
現
状
で
の
開
催
は
中
止
し
た
方
が
い
い
と
の

意
見
が
多
数
を
占
め
、
本
年
の
開
催
は
中
止
と

決
ま
り
ま
し
た
。
何
で
も
中
止
は
良
く
な
い
と

の
意
見
か
ら
、
慎
重
に
検
討
し
ま
し
た
が
、
具
体

的
で
有
効
な
実
施
方
法
が
見
つ
か
ら
ず
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

福
祉
講
座
と
認
知
症
の
研
修
会
は
十
一
月
に

同
時
に
行
う
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

【
八
月

六
日
】

会
議
で
は
次
の
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

■
環
境
整
備
作
業

日
時
：
９
月

日
（
日
）７
時

分
～

19

30

作
東
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
小
房
・
梶
原
・
小
野

能
登
香
の
里
小
房

粟
井
中
・
鷺
巣

旧
粟
井
小
学
校

ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

■
令
和
三
年
度
行
政
懇
談
会

昨
年
同
様
代
表
者
で
行
う
。

各
区
の
要
望
事
項
は
区
長
が
集
約
す
る
。

■
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」

秋
に
花
の
注
文
を
取
り
一
斉
に
実
施
す
る
。

■
「
今
野
尚
美
」
ピ
ア
ノ
演
奏
と
絵
本
の
読
み
聞

か
せ

日
時
：

月

日
（
木
）旧
粟
井
小
学
校
体
育
館

11

11

■
美
作
市
の
歩
こ
う
会
「
わ
が
ま
ち
ウ
オ
ー
ク
」

日
時
：

月

日
（
日
）旧
粟
井
小
学
校
集
合

11

7

コ
ー
ス

旧
粟
井
小
学
校
→
弘
法
山
→
能
登
香
の
里
小
房
→
八
幡
神
社

→
旧
粟
井
小
学
校

プロジェクターでの講演会の様子

【
七
月
二
十
一
日
】

■
美
作
市
エ
ゴ
マ
生
産
部
会
総
会

美
作
市
エ
ゴ
マ
生
産
部
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。
目

的
は
「
エ
ゴ
マ
の
生
産
及
び
販
売
を
通
じ
、
美
作
市
の
魅

力
を
広
く
市
内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
市
民
が
健
康

で
幸
せ
な
生
活
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
」（
規

約
よ
り
）
総
会
で
は
、
会
長
に
「
自
然
を
食
べ
て
健
康
会
」

の
東
芳
朗
氏
、
副

会
長
に
「
粟
井
エ

ゴ
マ
の
会
」
の
春

名
克
明
氏
を
選

出
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
美

作
市
よ
り
農
業
政
策
課
の
竹
脇
氏
を
招
き
、

今
後
の
活
動
計
画
等
を
協
議
し
ま
し
た
。
目

的
に
賛
同
す
る
人
な
ら
、
入
会
は
誰
で
も
出

来
ま
す
。
美
作
市
と
協
働
で
市
民
の
健
康
を

目
指
し
ま
す
。
入
会
希
望
は
「
粟
井
エ
ゴ
マ
の

会
」
ま
で
。

［
編
集
後
記
］

小
野
区
に
お
け
る
「
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
」
の
結
成
は
、
多
く
の
点
で
画

期
的
な
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。
結
成
ま
で
の
様
々
な
準
備
や
他
機
関
と
の
調
整
、
執

行
部
内
で
の
協
議
、
全
て
が
初
め
て
の
こ
と
で
苦
労
が
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の
組

織
が
有
効
に
機
能
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
責
任
を
分
担
し
持
続
可
能
な
組
織
に
育
っ
て
い
く

こ
と
を
願
い
ま
す
。
さ
ら
に
、こ
れ
を
機
会
に
粟
井
地
区
全
体
の
防
災
意
識
が
高
ま
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
梶
原
区
の
消
防
団
再
結
成
と
併
せ
て
粟
井
地
区
で
の
防
火
・
防
災
を
再
認

識
す
る
出
来
事
と
な
り
ま
し
た
。

［粟井中］
有友裕亮・美里さ

ん夫妻に次女彩笑ち
ゃんが誕生しました。
お子様の健やかな

成長をお祈りします。

［彩笑ちゃん兄弟］

８月より美作市移動図書館「ぶっくる号」
の定期巡回の時間が変わります。
■旧粟井小学校：第２と第４土曜日

１０時～１０時30分に変更
問い合わせは作東図書館0868ー75ー0007

■
大
豆
畑
の
中
耕

大
豆
畑
の
中
耕
を
行
い
ま
し

た
。
今
後
は
、
大
豆
と
大
豆
の
間

の
草
刈
り
で
す
。


